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香

港

と

い

う

港

で

圧
倒
的
な
想
い

出

仕
事
柄い
ま
で
も
年に
数
回
以
上は
海
外ヘ
行
く。
そ
の
私が

最も
多く
訪
れ
た
外
地は、
実
際に
数え
た
わ
けで
は
ない
け
れ

ど、
お
そ
ら
く
香
港で
は
なか
ろ
うか。
香
港に
は
若い
こ
ろ
外

務
省
特別
研
究
員と
し
て二
年近
く
留
学し
た
こ
と
も
あ
り、
香

港に
関
す
る
私の
著
書や
訳
書も
数
冊
ある
の
だ
が、
そ
の
よ
う

に
身
近
な
香
港
と
の
最
初
の
出
会い
の一
一簡は、
私に
とっ
て

まっ
た
く
予
期
し
ない
も
の
で
あっ
た。
そ
れ
だ
けに、
強
烈
な

想
い
出
と
し
て、
心
の
ひ
だ
に
深
く
染
みつ
い
て
い
る。
私に

とっ
て
の一
つ
の
「
秘
話」
だ
と
も
言
え
よ
う。

そ
れは、
も
う
半
世
紀
近
く
以
前の一
九
六
六
年
十一
月八
日

のこ
と
で
あっ
た。
こ
の
年八
月、
中
国で
文
化
大
革
命が
開
幕、

北
京の
天
安
門広
場に
は
紅
衛
兵の
大
群が
出
現し、
手に
手に

香港という港で

に
とっ
て
は
初め
て
の
海
外へ
の
旅
行で
あっ
た。

な
に
し
ろ
当
時は
中
国
情
勢が
連
日マ
ス
メ
ディ
ア
を
賑
わ

して
お
り、
中
国
を
研
究す
る
私に
とっ
て
は
専
ら
中
国
大
陸の

出
来
事に
関心
が
あっ
た
の
で、
香
港に
つ
い
て
は
単な
る
通
過

地
と
し
て
認
識
し
て
い
た
に
過
ぎ
ず、
まっ
た
く
の
関
心
外
で

カ
イ
タ
ヲ
タ

あっ
た。
午
後に
香
港
の
当
時の
啓
徳
空
港に
到
着し、
中
国

カ
オ
ル
シ

訪
問
者が
泊
ま
る
九
竜
側
市
内の
金
門
酒
楼（ゴ
ール
デン
ゲイ

ト・
ホ
テル）
に一
泊
し
て、
翌
日
九
竜
駅か
ら
鉄
道
で
深
別
経チム

由
広
州に
向か
うこ
と
に
なっ
てい
た。
当
時の
九
竜
駅は、
尖

断

叫とい
う波
止
場の
近
くに
あっ
た
の
だ
が、
翌
朝の
駅
の

確認も
兼ね
て
波
止
場
ま
で
行っ
て
み
よ
うと
思い、
九
竜
市
街

地
の
大
通
り（
献
総
訟〈Z
巴Z
S
E
a〉）
に
沿っ
て
地
図
を
頼

りに
海の
方へ
下っ
ていっ
た。
し
か
し
雨
模
様だっ
た
の
で
香

港
島もはっ
き
り
見え
ず、
ホ
テ
ルヘ
戻
ろ
うと
思っ
た
そ
の
瞬

間、
第と
舗が
突
然に
晴
れ
て
香
港
摩
天
楼のピ
ル
の
景
色と
対

岸
右手に
聾え
る
ヴィ
ク
ト
リ
ア・
ピ
ー
ク
が
ま
る
で
指
呼の
聞

に
姿を
現し
た
の
で
あっ
た。
そ
れ
は
ま
さ
に
圧
倒
的
な
迫
力
を

もっ
光
景で
あっ
た。
何の
予
備
知
識
も
な
〈、
無
縁な
存
在だ

と
思っ
てい
た
香
港の
港のエ
キ
ゾ
チッ
ク
で
わ
く
わ
く
す
る
よ

うな
情
緒に
すっ
か
りと
ら
わ
れ、
中
国か
らの
帰途に
も、
中

特集「港」

中

自高

雄

嶺

赤い
『
毛
沢
東
語
録』
を
か
ざ
しつ
つ
「
毛
主
席
万
歳！」
を
叫

ん
で
世
界を
驚か
せ
た。
当
時は
中
国
を
訪れ
るこ
と
が一
般に

は
容
易
で
は
なかっ
た
が、
私は
た
また
ま
同
年
十一
月
十二
日

に
北
京の
人
民
大
会
堂で
聞か
れ
るこ
と
に
なっ
てい
た
孫
文生

誕
百
周
年
記
念式
典に
参
加
で
き
るこ
と
に
なっ
た
の
で、
ぜ
ひ

中
国へ
行っ
て
みたい
と
思っ
てい
た。
そ
の
年の
四
月、
私は

東
大の
大
学
院を
中
退
し
て
東京
外
国
語
大
学の
助
手に
なっ
た

ば
か
りで
あっ
た
が、
国立
大
学な
の
で
国
家公
務
員で
あ
り、

公
務
員
の
共
産
圏
渡
航
禁
止
令に
ひっ
か
かっ
て、
日
本
政
府

（
文
部
省）
か
ら
の
海
外
出
張
許
可
が
下
り
な
かっ
た。
日
本
代

表
団は
す
で
に
出
発し
てい
た
が、
な
ん
と
か
な
ら
ない
も
の
か

と
人
事
院
総
裁に
直
訴し、
よ
うや
く
許
可が
下
りて
私一
人だ

け
遅
れ
て
香
港
経
由
中
国ヘ
行
くこ
と
に
なっ
た
の
で
あ
る。
私
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国
情
勢の
研
究・
分
析
も
兼ね
て
約四
0
日
間も
香
港に
滞
在
す

るこ
と
と
なっ
た
の
で
ある。

な
ぜ

「

香港」

か

と
こ
ろで、
香
港は、
なぜ
「
香
港」
と
呼ば
れ
る
の
か。

昔こ
の
島に、
香
姑とい
う
名の
女
海
賊がい
た
と
か、
付近

を
航
海
す
る
船が
島の
南
側に
あっ
た
滝の，
香
りの
よい
水
を
飲

ト
ン
ガ
シ

料水に
し
た
た
め、
とい
う
説は
誤
りで、
広
東
省
東
莞
県
付近

で
産
す
る
香
料を
積
み
出
し
た
港が
香
港
と
呼ば
れ、
やが
て
島

全
体の
名
称に
なっ
た、
とい
う
説が
有
力の
よ
うで
あ
る。

こ
こ
に
い
う
東
莞
県
は、
歴
史
上
は
林
則
徐
が
アヘ
ン
戦
争

の
と
き
アヘ
ン
を
焼き
すて
た
こ
と
で
も
有
名な
香
港に
近い
虎

門を
有し、
中
国
近
代
史に
も
し
ば
し
ば
登
場
す
る
地
で
あっ
て、

最
近は
改
革・
開放
政
策のモ
デル
地
域と
し
て
知
ら
れ
てい
る。

そ
こ
で
産
出
し
た
香
料は
〈
莞
香〉
と
称
さ
れ、
〈
莞
香〉
は
最

高
品
質の
香
料と
し
て
珍
重さ
れ
た
とい
う。
そ
の
〈
莞
香〉
を

積
み
出
し
た
港が
現
在の
香
港
島に
存
在し
た
の
で
あ
ろ
う。

もっ
と
も、
香
港
とい
う
名
称
の
起
源
に
関
し
て
は、
従
来

か
ら
諸
説が
あっ
た。
右の
香
姑
起
源
な
ど
以
外に
も、
孫
文を

生
ん
だ
広
東
省
香
山
県（
現在の
中山
県）
に
因
む
とい
う
説
や

- 27ー
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ホン
コ
ン

紅
港
（
刃
a
z
白
号
O
E円）

よ
り
生
じ
た
と
い
う
説、

水
上
レ
ス
ト

ラ
ン
で
知
ら
れ
る
香
港
島
裏
側
の
ア
バ
デ
ィ
1
ン
（
〉
z
ao
g）

ヒョ
ン
コ
ン
ツ
ア
イ

の
現
地
名
・

香

港

仔
に
起
因
す
る
と
い
う
説、

現
在
の
銅
鐸

ヒa
ン
ロ
サ
ン

潤

お
さ
お
さ
若

宮
可）

東
南
の

香
櫨
山
に
由
来
す
る
と
い
う
説、

チム
シ
ヤ
1ツエ
イ

ヒ担
ン
ホ
タワ

九
竜
半
島
先
端
尖
沙
岨
の
古
名
・

香
捗
頭
に
依
る
説
等
々
で
あ

zv。
こ
れ
ら
の
説
は、

現
在
の
ア
バ
デ
ィ
l
ン
の
近
く
に
島
内
第

ポ
ツ
ポ
ヲン

一

の
海
布
が
あ
り、

そ
の
清
流
が
現
在
の
襟
布
濁
（
芝印円。『
E－

E
可）

に
流
れ
込
ん
で
い
て、

外
国
船
は、

こ
こ
の
水
を
飲
料
水

と
し
て
補
給
す
る
た
め
に
現
地
に
立
ち
寄
り、

そ
こ
か
ら
香
港
の

名
前
が
伝
え
ら
れ
た
と
す
る
説
（
そ
の
渓
流
が
「
香
江」

で
あ
り、

河
口
が
「
香
港」

で
あ
っ
た
と
い
う）

と
も
あ
ま
り
矛
盾
し
な
い
。

な
ぜ
な
ら、

標
準
中
国
語
（
北
京
語）

で
は
ウ
ェ
1
ド
式
表

音
で
司回目
白
ロ
∞
｝ハω
ロ
ぬ
（
排
立回
で
は
白血
ロ∞
O
B一
伺）

と
呼
ば
れ
る

ハ
ッ
カ

香
港
は、

広
東
語
で
は
Z
2
ロ
m
穴
O
ロ
m、

客
家
語
で
は
E
o
ロ
∞

＋山「今’’
ロ

｝〈
O
D
∞
で
あ
っ
て、

当
時、

現
地
に
存
在
し
た
客
家、
一
噛
倦
（
鶴

タン

aM

倍、

与
倦
と
も
書
く）

そ
し
て
彊
（
蛋）

家
（
水
上
生
活
者
の
蛋
民）

な
ど
の
原
住
民
が
用
い
た
発
音
が
そ
の
ま
ま
外
国
人
に
伝
わ
っ
て

今
日
の
「
香
港
2
0
ロ
∞
穴
O
D
∞
」

に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら

で
あ
る。

香港という港で特集「港」

C.R.セイヤー箸『香港』（Oxford University Press. 1937）に掲載の水彩画にある沌

い
ず
れ
に
せ
よ、
H
海
賊
の
島
（
E
S
5
5凹）
H

と
し
て
ご
く

一

部
の
航
海
者
に
知
ら
れ
て
い
た
に
過
ぎ
な
い
美
し
い
緑
の
島、

絶
好
の
錨
地
た
る
香
港
島
の
沖
合
に
最
初
に
到
来
し
た
イ
ギ
リ

ス
船
は、
一

六
八
九
年
に
碇
泊
し
た
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社

の
ロ
z
g
B

号
で
あ
っ
た。

下
っ
て
一

八
O
六
年
1
一

九
年
に

中
国
沿
岸
の
測
量
を
実
施
し
た
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
の
水
測

師
ホ
l
ス
パ
l
グ
（
の白
U
S
E

E
g
g
z
o
a
o
u
c
a
y）

は
お
そ
ら

く
最
初
の
上
陸
者
だ
と
見
倣
さ
れ
て
い
る。

つ
い
で、

大
英
帝
国
の
全
権
大
使
と
し
て
知
ら
れ
た
ア
マ
l
ス

ト
卿
が
清
国
へ
向
う
途
中、
一

八
一

六
年
七
月
に
島
の
南
岸、
に
乗

艦
邑
の
2
5
号
を
寄
港
さ
せ、

こ
の
地
で
給
水
し
た
の
で
あ
っ
た。

一

行
の
な
か
の
随
員
エ
リ
ス
（
∞
可
2
2
弓

E
Z）

は
「
給
水
の

場
所
は、

絵
の
よ
う
な
風
景
で
あ
っ
た」

と
書
い
て
お
り、

軍
医

ム
レ
オ
ッ
ド
（」
o
g
ζ・
Zo
a）

は
「
美
し
い
青
色
の
岩
を
越
え

て
海
中
に
注
ぐ
濃
布
に
目
を
惹
か
れ
る」

と
述
べ
て、

そ
の
漂
布

を
描
い
た
水
彩
画
を
残
し
て
い
る。

香
港
の
歴
史
に
つ
い
て
の
古

典
的
名
著
G
－
R
－
セ
イ
ヤ
l
の
『
香
港
』（
の・
刃・
ω
ミo
F
Z
gm

- 28ー

穴
O
ロ
m一
σ一「門
2・
白
己
O｝
叩∞
の
巾
ロロ
AY
白
ロ
a
o
o
g
g
m
O『
白
m
m
〈
「
O
ロ
仏
O
R

OH『O
E
C
E
Z
E
Q

P冊目的
L
S
斗〉）

に
は、

そ
の
水
彩
画
が
掲

賊
さ
れ
て
い
る。

写真. I医者
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港
と
し
て
の

香
港

明
治の
小
説
家、
大
橋乙
羽は、
香
港の
風
景
を
描
写
し
た
名

文で、
こ
う
書い
てい
る。

「
は
や
香
港は
近
う
な
りた
り、
人
の
住
め
る
島
影
を
認
め

得
た
り：：：
香
港
海
峡
を
入
るに、
狭
き
と
こ
ろ
は
そ
の

や
ま
号
ぽ
た

幅
隅
田
川
位も
あ
らん
か、
雨
岸
山
崎
ちて
雲
頂
上
を
俳
個

す。
港口
に
数
多の
砲
蓋
あ
りて、
そ
の
壁
上
を
歩哨の
撚

お
’

S
虫

往
す
る
欣
も、
手に
と
る
知
〈
見ゆ。
右に
九
飽
島
を
望
み、

ζ
た

左に
香
港
を
望ん
で、
雨々
呼べ
ば
臆
え
ん
と
す
る
有
様は、

あ
た
か

も
む

ぱ
〈
j
’

恰も
門司
と
馬
跳の
知
く、
船
上
よ
り望
め
ば、
風
光
訓判
断的

に
落
ち
来
る
な
ど、
奇
絶
怪
絶
な
り。
（
中略）
香
港は
わ

が
函
館の
知
く、
峨々
た
る
青
山に
よ
りて、
建
てつ
ら
ね

た
る
市
街な
れ
ば、
電
燈の
光
戸々
の
窓
よ
り
泌
れて、
波

に
そ
の
影
を
務
と
す
も
妙に、
折か
ら
船の
用
意
よ
し
とい

ふ
に、
直
ぐ
飛
び
乗
りて
岸に
上
るに、
本
船
よ
り一
里
ば

か
りも
あ
らん
か、
七
八
分に
し
て
陸に
達
しぬ」

｜｜

大
橋
乙
羽
『
敵
山
米
水』
（
博
文
館、
一
九
O
O
年）

右に
紹
介
し
た
大
橋乙
羽
が
香
港
を
訪
れ
た
の
が一
九
O
O

と
もに、
ま
さ
に
絶
景だ
と
言わ
ね
ば
な
らない。

香港という港で

H
東
洋
の

屑

鮮

の
さ
ざ
め
き

花
尚
岩の
巨
塊が
露
出
し
た
急
勾
配の
山
腹に
押し
あいへ
し

あい
重
な
り
あっ
てへ
ば
りつ
い
てい
る
無
数の
難
民バ
ラッ
ク、

そ
れ
と
隣
り合
わせ
で
林立
す
る
高
級な
高
層アパ
ー
ト
群、
そ

の
ピ
ル
の
向こ
うに
見え
る
銅
鋸
濁の
防
波
堤にゴ
ミ
の
よ
うに

サ
シ
パ
シ

た
まっ
てい
る
移しい
数の
舶
飯。
大
型の
貨
物
船
や
軍
艦が
碇

泊
す
る
ヴィ
ク
ト
リ
マυ
臨
U
は
フェ
リー
が
あ
ちこ
ちに
行き
交

ジ
ャ
ν
タ

い、
と
き
に
は
帆
を
広
げた
戎
克
やヨ
ッ
ト
も
す
れ
違
う。
そ

サ
シ
カ
イ

の
海
峡を
隔て
て
は
九
竜
の
工
場
街が
散
在し、
新
界の
山
並
み

も
遠
望さ
れ
る。

私が
かつ
て一
九
六
九
3七一
年に
約二
年
間に
亘っ
て
毎
日

タ
イ
ハ
シ
ト
ウ

眺め
て
き
た
香
港・
大
坑
道
の
谷
間の
光
景
で
あ
る。

すべ
て
が
不
調
和に
混
在
し
た
こ
の
ス
ク
リーン
も、
やが
て

夕
暮れ
時
を
過
ぎ
る
と、
華
麗な
夜
景に
変
じて
輝き
始め
る
の

だ。
広
東
語の
世
界の
あの
活
気に
充
ちた
人
間
集
団
の
息
吹
や

体
臭
を
すっ
か
り
浄
化
し
て
し
まっ
た
か
の
よ
うに、
H
東
洋の

屑
飽H
が
美し
くさ
ざ
め
き、
ま
さ
に
H
東
洋の
真
珠H
と
な
る。

私が
好き
なモ
ー
ツァ
ル
トだ
の
プロ
コ
フィ
エ
フ
だ
の、
も

特集「港J

年（
明
治三
三
年て
さ
らに
下っ
て、
歌
人・
与
謝
野
鉄
幹
は

一
九一
一
年（明治四四
年）
に
訪
欧の
途
次
香
港
を
訪れ、
「
夜

に
んっ
て
船の
上か
ら
観る
香
港の
燈
火は、
全
山
を
叔

時

計，

し
ゅ
ぎ
よ
，、

と
し
其
れ
に
五
彩の
珠
玉
を
綴っ
た
と
も
静ふべ
き
脳

械で
あ

っ
た」
と
感
嘆し、
愛
妻・
与
謝
野
晶
子に
宛て
て
香
港の
電
信

局か
ら
電
報を
打っ
てい
る。

こ
の
よ
うに、
香
港の
港の
あの
独
特の
風
光
を
本
当に
味わ

うた
め
に
は、
船で
こ
の
港に
到
着し
な
け
れ
ば
な
ら
ない。
も

う三
O
年
以
上
前に
な
るが、
私は
そ
の
た
め
に
横
浜か
ら
船
で

香
港へ
行っ
た
こ
と
が
あ
る。
明
治
維
新
期に
開
国
派の
軍
鎮・

伊
藤
博
文
らが
有
名な
商
社ジャ
l
ディ
ン
Hマ
セ
ソン
商会
の

援
助
で
香
港
経由
渡
英
し
た
頃に
は
横
浜か
ら
香
港
ま
で
ほ
ぼ二

週
間
を
要し
た
の
に、
今日
で
は、
一
万
トン
級の
客
船で
四
泊

ほ
ど
す
る
と
香
港
海
峡に
着き、
明
け
方、
「
狭
き
と
こ
ろは
そ

の
幅
隅
田
川
位も
あ
らん
か」
とい
う
館
街
防
海
峡を
通っ
て、

香
港が
世
界に
誇
る
オ
ー
シャ
ン・
タ
ー
ミ
ナル
（
海運大
鹿）

の
埠
頭に
横づ
けに
な
る。

こ
の
あた
りの
埠
頭、
つ
ま
り
九
竜
側と
香
港
島
を
結ぶ
連
絡

船ス
タ
l
フェ
リ
ー
の
船
着き
場
脇か
らの
香
港の
港の
風
景
も、

観
光
的に
は
ヴィ
ク
ト
リ
ア・
ピ
ー
ク
か
ら
眺め
る
香
港
全
景
と
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ち
ろんバ
ッ
ハ
や
ヴィ
ヴア
ル
ディ
は
言
うに
及
ば
ず、
当
時、

東京に
は
な
かっ
た
フィ
リッ
プス
や
グ
ラモ
フォ
ン
の
カセ
ッ

ト
テ
ー
プ
を、
香
港
な
ら
安
く
買
え
た
の
で
書
架
に一
杯
並べ

てい
た
私
な
の
に、
な
ぜ
か
香
港
の
夜
景に
は、
∞可ωロmoa
z

任命
包明
言
な
ど
の
詰
まっ
た
レ
イ・
コ
リン
トン
の
テ
l
プ
が

ぴっ
た
りで、
聴き
飽き
るこ
と
が
なかっ
た。
中
国
大
陸が
ま

だ
文
化
大
革
命の
渦
中に
あっ
た
頃の
こ
と
で
あ
る。

そ
れ
な
の
に、
こ
の
カセ
ッ
ト
も
東京の
自
宅
で
は、
も
うほ

と
ん
ど
聴くこ
と
が
ない。

こ
の
四
O
年
近い
歳
月の
う
ちに、
香
港
も
すっ
か
り
変わっ

て
し
まっ
た。
私が
眺め
てい
た
大
坑
道か
らの
光
景
も
大き
く

変わ
り、
マ
ン
ショ
ン
の
高
層ビ
ル
の
みが
視
界を
さ
え
ぎっ
て

い
る。
中
国に
返
還
さ
れ
て
特
別
行
政
区
と
なっ
た一
九
九七
年

七
月
以
降、
古き
良き
時
代の
香
港は、
私
個人に
とっ
て
も一

つ
の
歴
史に
なっ
て
し
まっ
た。

（
な
か
じ
ま
み
ね
お
・

国
際
教
義
大
学
理
事
長
／
学
長）
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